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バイオマス発電と熱利用の比較

発 電 熱 利 用

経済性 FIT等の支援がないと、
廃棄物以外は厳しい

化石燃料に対し優位
（現状では導入費が高価）

希少性・
代替性

太陽光・風力の発電コストが
劇的に低下中

短中期的に中温以上の再エネ熱と
して貴重

温暖化
対策効果

発電効率は概ね30％台以下、
温暖化対策効果は限定的

利用効率90％以上も可能
他の再エネに匹敵する削減効果
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図：日本の
発電種類ごとの温
室効果ガス排出

出所：バイオマス
白書2019



温暖化対策に再エネ熱政策は必須
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出所：https://www.pref.aichi.jp/san-kagi/shinene/suisozone/src/suisosyakai/suisosyakai20180525_enecho.pdf

最終エネルギー消費の半分は熱
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出所：日本木質バイオマスエネルギー協会「バイオマスエネルギーデータブック2018」



産業用熱にバイオマスを
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出所：経済産業省資料
図：熱の主な供給方法と熱の利用温度帯



出所：藤井実ほか「廃棄物の高度な地域熱利用のための技術・社会システムに関する研究」
https://www.erca.go.jp/suishinhi/seika/pdf/seika_2_04/3-1709.pdf
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（株）トーセンの
那賀川町における
木質バイオマス
熱売り事業の事例

チップ使用量 1.1万トン/年
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＜社会的経済負担の比較＞
本事業 導入費用：４億600万円
補助金：２．５億円
※導入以降は補助金なし

２０００ｋWの木質バイオマス発電
２０年間の国民負担
（４０円/ｋWh-10円/kWh）（回避可能
費用）×2000kW×24時間
×３００日×20年＝86.4億円

チップ使用量約3万トン/年



バイオマスの産業熱利用事例
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出典：バイオマス白書２０２２



表：コールバッハ社ボイラーの導入事例
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会社・組織名 国名 業 種 用 途 熱媒体 燃料
ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲ

ﾗｰ規模

COOP Gen     スイス 食品・飲料
大規模ベーカリー用オーブン
の加熱

熱媒油
生の木質残渣チップ、
穀物屑

2,700kW

Habermaaß GmbH ドイツ 家具・玩具 加工用熱 過熱水 廃材チップ
2,000kW×2
台

Stadtwerke Fürstenfeld 
Bruck - Energie 
Zentrale West

ドイツ
産業用温冷熱供
給

吸収式冷凍機、産業用地域
冷熱グリッド

過熱水駆動吸収
式冷凍機

剪定枝チップ 3,000kW

Multicolor GmbH ドイツ 着色および塗装
塗布型表面コーティング用
生蒸気および電力

過熱水蒸気と電
力

建設廃材 2,500kW

Steinicke GmbH ドイツ 食品および飲料
ハーブの乾燥、包装資材の
殺菌

飽和蒸気 建設廃材 8,000kW

6 Leiber GmbH   ドイツ 食品および飲料
酵母製品の製造のための
乾燥・殺菌・調整用蒸気

飽和蒸気 建設廃材 9,000kW

Scherzer Gemüse
Nürnberg 

ドイツ 温室
温室の加温および地方空港
の暖房

温水と電力 建設廃材
5,000kW×2
台

Bimmerle Private 
Distillery 

ドイツ 酒類蒸留所 酒類蒸留所工程の生産熱 飽和蒸気
林地残材チップ、サク
ランボの種

2,000kW

Nc'Nean Distillery イギリス
ウイスキー蒸留
所

ウイスキー蒸留工程の生産熱飽和蒸気 生チップ 800kW

Hochdorfer 
Kronenbrauerei 

ドイツ 醸造所 ビール醸造用蒸気 飽和蒸気
地域の林地残材チッ
プ

Ketterer Brauerei ドイツ ビール醸造所 ビール醸造用蒸気 飽和蒸気
地域の林地残材チッ
プ

1,200kW

提供：コールバッハ社



将来的なバイオマス／廃棄物熱の利用イメージ

出典：バイオマス白書２０２２
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図：産業分野における低炭素熱のための英国政府の戦略的枠組み
出所：THE FUTURE OF HEATING:A STRATEGIC FRAMEWORK FOR LOW CARBON HEAT IN

THE UK（PDF） （仮訳：バイオマス産業社会ネットワーク）
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https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/48574/4805-future-heating-strategic-framework.pdf


オランダ

■2020年10月、オランダ政府は、そのCO₂排出量と大量の木材の
消費を理由に、バイオマス発電と都市暖房用バイオマスへの補助金
を段階的に廃止することを発表

■2021年2月、オランダ議会が新規のバイオマス熱供給施設への
補助金廃止を決議、その影響は計画中の約50施設

■持続可能なバイオマスの利用可能性と応用＊

「再生可能エネルギーの目標を達成するためにバイオマスのエネルギ
ー的利用が避けられない場合、できれば代替案が実行不可能か、利用
できない状況に限定すべきである」

＊インフラ・水管理省への助言レポート AVAILABILITY AND APPLICATIONS OF 
SUSTAINABLE BIOMASS Report on a search for shared facts and views
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バイオマス利用の今後に向けて

２8年後に、化石燃料はほぼ使えなくなる。

利用可能なバイオマス量は限られている

持続可能な農業・林業からの残渣、廃棄物等

バイオマスでなければ代替困難な用途は何か？
そのタイムスケール

バイオマス、合成燃料、再エネ電力による熱、水素
等との比較でコストが最も少ない利用は？

不確実性を見込んだ上での賢明なルートとは？

移行期においても、バイオマス利用の産業用熱への
シフトは賢明ではないか？
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参考資料

バイオマス白書２０２２ほか

https://www.npobin.net/hakusho/2022/index.html

バイオマス産業社会ネットワーク第210回研究会資料

「ヨーロッパにおけるバイオマス及び廃棄物熱の産業利用の現状」
https://www.npobin.net/

バイオマス産業社会ネットワーク第201回研究会資料

辻製油の産業用木質バイオマス熱利用の事例
https://www.npobin.net/research/data/201stTsuji.pdf
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https://www.npobin.net/hakusho/2022/index.html
https://www.npobin.net/
https://www.npobin.net/research/data/201stTsuji.pdf
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